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概要 

① カザン連邦大学，国立イルクーツク大学，サンクトペテルブルク国立大学，モスクワ国立大学，極東連邦大学 
及びロシア科学アカデミー極東支部のいずれかの研究室に所属し，現地指導教員の指導の下，研究を行う。 

② 現地企業の工場見学又はインターンシップに参加する。 
 
出願資格 

① 2020 年４月 1 日現在，理工学域学類４年生又は自然科学研究科博士前期課程の正規学生 
② 学業成績が優秀で，人物等に優れている者 
③ 心身共に健康である者 

 
募集人数 ２０名程度 ※募集人数を超えた場合は適正等を判断して選考します。 

 

各大学・企業募集内容 

※各大学・企業の募集分野が自分の分野と一致している大学を希望してください。 

 
自己負担額 １０～１５万円程度（行先や期間，宿泊施設等により金額が変動する可能性があります。） 

上記に含まれるもの：日本国内移動費，現地宿泊費，現地交通費，食費，査証取得費，保険料等 
・往復航空券（羽田，成田又は関空⇔ロシア）は，大学が手配し，航空券代を負担します。（２０名分のみ） 

※上記募集人数を超え，選考に漏れた場合でも，往復航空券代を自己で負担する場合は参加できる可能性が 
あります。 

・JASSO 奨学金又はスタディアブロード奨学金（７万円又はモスクワのみ１０万円）の選考を通過し，受給が 
決定した場合は，上記の自己負担額はさらに少なくなります。 

 

日程（予定） ※多少前後する可能性があります。 

【カザン連邦大学，国立イルクーツク大学，サンクトペテルブルク国立大学，モスクワ国立大学(Geology)】 
８月下旬５日間程度：日本国内でロシア人学生とペアでインターンシップに参加 

※2020 年４月時点で M2 学生以外の該当者のみ（計５名），詳細は別紙参照 
9/２ （水） 羽田，成田又は関空発⇒現地着，派遣先大学の指定する宿泊施設（大学寮等）へ移動 

  9/3 （木）～9/26（土） 受入手続き，研究室配属，エクスカーションへの参加等 

  9/27（日） 現地発⇒羽田，成田又は関空着（同日又は翌日） 
 

【モスクワ国立大学(Biology)】 
７月末～８月の間でモスクワ国立大学の実習施設に宿泊滞在し生物学の野外実習（フィールドワーク）を行う。 
※詳細情報や同大学への派遣を希望する場合は，申込み前に生命理工学系・都野展子准教授に相談すること。 
 

【極東連邦大学，ロシア科学アカデミー極東支部】 
９月中旬に約２週間実施する予定。 

※詳細情報や同大学への派遣を希望する場合は，申込み前に環日本海域環境研究センター・長尾誠也教授に相談すること。 

 

 

大学・企業名 募集分野 想定人数 

Kazan Federal University 
Physics, Chemistry, Engineering, Computer Mathematics and 
Information Technologies, Information Technologies and Intelligent 
Systems, Mathematics and Mechanics，Environmental Sciences 

選考で 

決定 
Irkutsk State University Chemistry 

Saint Petersburg State University Chemistry, Geology, Biomedical Engineering 

Lomonosov Moscow State University Geology, Biology 

Far Eastern Federal University, 
Far Eastern Branch of the Russian 

Academy of Sciences 

 
Biology, Earth Sciences 
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Toyota Boshoku LLC 
（トヨタ紡織ロシア） 
in Saint Petersburg 

The field of electrical engineering and computer science , mechanical 
science and engineering are preferred, but others are also possible 
(eg, chemistry) 
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２０２０年度 金沢大学理工系  
ロシア短期留学プログラム 

大学の世界展開力強化事業「日露をつなぐ未来共創リーダーシップ育成プログラム」 

募  集  要  項 



 

2 
 

 

 【サンクトペテルブルク・トヨタ紡織ロシア】 
 ①９月第２週目（予定）にサンクトペテルブルク国立大学を訪問し現地教職員や学生との交流を行う。 
 ②９月下旬に約２週間，トヨタ紡織株式会社のサンクトペテルブルク現地法人のインターンシップに参加する。 

宿泊：寮が無いため、市内のホテル等に宿泊し，企業まで地下鉄を利用し移動する。 
参照（企業ウェブサイト）：https://www.toyota-boshoku.com/jp/ 

 
単位認定 

現地指導教員による評価書に基づき，自然科学研究科学生（博士前期課程）は「国際研究インターンシップ」 
又は「国際プレゼンテーション演習」の単位，理工学域学類４年生は「国際研修 B」等の単位を認定します。 
（未修得の場合に限る）履修登録は帰国後行います。時間割番号等の手続きについては，後日お知らせします。 
※評価書は単位認定の有無に関わらず要提出 

 
参加申込方法 

本プログラムの WebClass 内の「【必読】応募書類の提出について」を読み，Application Form（Excel）を 
ダウンロードし，記入の上，パスポートの写し及び英語の語学試験スコア証明の写しとあわせて WebClass に 
アップロードし提出してください。 

 

申込締切 ３月 1５日（日）厳守 
                        
問合せ先 
 金沢大学理工系事務部学生課大学院係（自然科学本館Ｇ２事務室） 
  TEL：076-234-6978，6985 
 E-mail: s-ryugaku@adm.kanazawa-u.ac.jp 
                                   201９年９月国立イルクーツク大学の研究室 

その他留意事項  
・2020 年４月時点で理工学域学類４年生又は自然科学研究科博士前期課程１年生には，ロシアへの渡航前研修として 8 月 

下旬に同プログラムで受入れ予定のロシア人学生とペアで 5 日間程度，該当分野の日本企業でのインターンシップへの  

参加をお願いすることがあります。（詳細は別紙参照）                           

・ロシアビザの発行には，渡航開始日時点でパスポートの有効残存期間が１８か月以上，空白のページが２ページ以上残って 

いる必要があります。お手元のパスポートを確認し，残存期間が残り少ない方は，更新手続きの上，お申し込みください。 

・ロシアビザ取得手続きのため，出発前までの２～３か月程度パスポートをお預かりします。派遣先や時期によってビザ取得 

手続きに要する日数が異なりますので、発行され次第、返却します。 

・日本国籍を有していない学生及び JASSO 奨学金の成績基準をクリアしていないと判定された学生は，参加決定後，各自 

スタディアブロード奨学金へお申し込みください。 

・事前に指導教員と保護者の了承を得てください。参加決定後、別途誓約書に保護者の署名・押印が必要になります。 

・研究室配属は事前に先方大学へ依頼しますが，必ずしもご自身の研究分野と直結しない場合があります。 

・参加が決定した方は，本学が主催する「危機管理オリエンテーション」に必ず出席してください。 

    
参考情報 
 

・金沢大学日露をつなぐ未来共創   ・金沢大学国際交流・留学 HP     ・金沢大学国際交流・留学 HP   ・金沢大学国際交流・留学 HP 

リーダー育成プログラム HP      大学間交流協定校一覧     スタディアブロード奨学金情報        危機管理・保険情報 

          
 
                                                           

 

プログラム内容・参加者の声          ロシア各協定校の英語 HP        募集要項等の最新情報を                  参加決定後， 

（Activity Report）掲載         ページ右下プルダウン「ロシア連邦」選択        ご確認ください            ご確認ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カザン連邦大学のエクスカーション        フォードソラーズ社見学      サンクトペテルブルク国立大学の研究室 

（２01９年９月）                   （２01９年９月）              （２01９年９月） 

※カザン連邦大学参加者のみ             

mailto:s-ryugaku@adm.kanazawa-u.ac.jp

